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センター紹介 
センターの概要 

– 岩手大学農学部教授が代表理事 

– 平成17年設立…今年度で11年目 

– 専従職員３名 

– ワークショップ等に岩手大学の学生が多数参加 

 

主な仕事 
– ①農山村地域の地域づくり支援 

 

– ②政策提言、調査 
•公共交通（路線バス）の計画、調査等 

•協働のあり方 

 

– ③被災地支援 
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当センターの仕事 
公共交通関連 
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①実態の把握…バス調査、利用者アンケート調査など 

②協議の場づくり…行政VS事業者、行政VS住民など 

③計画の策定…公共交通とまちづくり、国の政策など 

④利用促進…路線図、時刻表作り、バス停製作など 



皆さんが直面しているだろう課題 
市町村担当者の声＋いわせんの取り組み事例 

– 「小学校が統廃合して、スクールバスが必要だけど、村営バスもある…」 

•岩手県田野畑村（人口3,500人） 

– 「無料の患者バスが走っているんだけど、このままじゃダメなの？」 

•岩手県岩手町（人口17,000人） 

– 「路線バス、コミバス、乗合タクシー、空白地有償運送、いろいろあって…」 

•岩手県北上市（人口93,000人） 

– 「住民が空白地有償をやりたいと言ってきた」 

•岩手県久慈市（人口41,000人）、一関市 

– 「網形成計画は、作らないといけないの？」 

•岩手県金ヶ崎町（人口16,000人） 

– 「バス事業者に走ってもらっているが、補助金が増え続けている。」 

•多数 
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今日の目次 
はじめに 

– 市町村が交通政策を考えようとするときに必要な３つのこと 

 

農山村地域の地域公共交通政策の事例 
– 大（10万人以上）…幹線と支線の整理による効率化 

– 中（その間）…無料の患者輸送バスの見直し 

– 小（1万人未満）…スクールバスとの一体的運用＋デマンド型乗合タクシー 

 

地域づくりと地域公共交通づくりの事例 
– 空白地有償運送 

 

おわりに ～計画づくりのススメ～ 

5 



はじめに 
市町村が交通政策を考えようとするときに大切な３つのこと 
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ひとつ：国の交通政策の展開を知っておく。 
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年代区分 主たる担い手 バスに関する政策の方針 

～S40年代 バス事業者 過当競争規制、安全確保 

S40年代～H14 国、バス事業者 国が赤字を負担して、バス維持 

H14～ 
（補助制度改正） 

国、バス事業者 

市町村 
規制緩和（競争による質の向上） 

幹線は国、支線は市町村 

H18～ 

（道路運送法改正） 

（活性化法制定） 

国、バス事業者 

市町村、住民 
「バス事業者の定時定路線だけが、 

公共交通ではありません。」 

H26～ 

（交通政策基本法） 

（活性化法改正） 
法定協議会 

「あなたたちの『公共交通』は、 

あなたたちが決めなさい。」 

＋国は幹線＋自立のための支援 

乗りたい人がいるから、 
走らせる。 

住んでいる人がいるから、
止められない。 

どんなまちにしたいのか、 
その実現のために走らせる。 
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公共交通＝定時定路線のバスから多様化の時代へ 
しかし現場は交通資源が枯渇 

– バスのみならず、タクシーさえも廃業 

– 白ナンバー車両（自家用車）での“有償”での運送が可能に。 

•過疎地有償運送、福祉有償運送 

 種類 企画運営主体 運行主体 車両 運行方法 

①路線バス バス会社 バス会社 
大型バス他 

（40～50人乗） 
定時 

定路線運行 

②コミバス 行政 バス会社 
中型バス 

（20～30人乗） 
定時 

定路線運行 
③乗合 
  タクシー 

行政・ 
自治組織 

タクシー 
会社 

セダン（4人乗） 
ジャンボ（9人乗） 

多 様 

④交通空白地 
  有償運送 

ＮＰＯ等 
NPO等 
住民 

セダン（4人乗） 
ワンボックス（7人乗） 

多 様 

ふたつ：多様さと運営と運行の分離を知っておく。 
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利用者から 
運送の対価をもらう。 



みっつ：“おでかけ”という広い視点で考える 
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ヒトを運ぶ「連れて行く」 モノを運ぶ「届ける」 

有料で 無料で 移動販売 注文配達 

緑ナンバー 白ナンバー 
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実際には、様々な方法を組み合わせて暮らしている。 
どれかひとつだけで満たそうとすること自体に、無理はないか。 



農山村地域の地域公共交通政策
の事例① 

北上市…①幹線と支線 

岩手町…②患者輸送バスのコミバス化 

田野畑村…③スクールバスの運用と乗合タクシーの導入 
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北上市の概況 
地勢 

– 秋田（横手）への交通の要衝 

– 人口93,000人 

– 平成３年に３市町が合併 

– 県内でも企業誘致に成功 
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図 人口の推移と推計 
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北上市の概況 
でも実は苦しい台所事情 

– 行財政の悪化 

•H23から『経営改革』実施予定 

•連結決算は、H17が約24億円の赤字  

•合併特例債の償還ピーク 

– H23頃 税金値上げ、利用料金値上げ他 

 

協働の地域づくりの先進地 
•H18 市立公民館16館を、指定管理者制度導入 

– 職員はセンター長以下全員を地域（自治組織）で雇用 

•〃  地域づくり課の創設…住民の窓口の統一 

•H24 地域づくり組織条例の制定 

•H25 一括交付金の制度化 
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平成22年 
総合連携計画策定 

平成28年度 
網形成計画策定中 

平成21年 
交通ビジョン策定 



当時の北上市の公共交通の現状 
バス路線（H22） 
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コミバス：民間バス
事業者撤退後路線 乗合タクシー： 

患者輸送バスの後継 

過疎地有償運送： 
住民が主体的に開始 

路線廃止 

路線短縮 
減便 

路線廃止 

風前の灯 

路線廃止 



当時の北上市の公共交通の現状 
財政負担 

– バス事業者1社 

•17路線、26系統 

•国･県補助路線 7系統 

•市町村補助路線 4系統 

– コミュニティバス 

•廃止路線を引き継ぎ 

 

公共交通多様化の動き 
– 乗合タクシーの運行開始（平成18年～） 

•患者輸送バスの代替手段（国交省の補助事業を活用） 

•H23まで補助なしで、タクシー事業者が運行 

– 過疎地有償運送（平成23年～） 

•地域の自治会が、農林水産省の補助金を活用して、実証運行→本格運行 

 

14 

17,055

27,097 24,992 26,910

2,453

4,449
4,183

4,524

5,671

5,032
5,244

5,338

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H17 H18 H19 H20

補
助

金
額

(千
円

)

市(コミ)

市（路線）

国･県

財政負担額の推移 



現れてきた課題 
多様な公共交通が生まれ,すみわけのルールが必要

となった。 
– 乗合タクシー 

•「使いにくいから、使いやすくしたい」 

•「自分の地区でも乗合タクシーを」 

 

– コミュニティバスへの要望への場当たり的な対応も限界に。 

•「バス停を置いてほしい」 

•「家の前も走ってほしい」 

 

– 路線バス（民間バス事業者） 

•補助金はどこまで増えるのか。 

•乗合タクシーや過疎地有償とのすみわけ調整 

「補助金を出していないので、 
何も言えない」では済まない。 

住民の参画も必要になってきた。 

調整を行うにも、 
大きな方針が必要に。 
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多様な交通モードをひとつの考え方で整理する 

多様な利用がある 
比較的便数がある 

タクシーよりバスに適する需要がある 
↓ ↓ ↓ 

利用促進が必要 

マイカー利用が定着 
利用者が固定されていて、利用ニー

ズを細かく対応する必要がある 
↓ ↓ ↓ 

必要な人に必要サービスが 
行き届いているか 

交通の交通整理 ～幹線と支線～ 
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幹線と支線の特性を定める 
路線の特性を整理した. 
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公共交通区分 役割 方策 

幹線 
交通 

市町 
連絡 
路線 

鉄道を補完し、 
広域生活圏の移動も担う 

便数の確保 
 

利用促進策の実施 
幹線 

エリア 
路線付近への施設配置を

促す幹線的なバス輸送 

支線 
交通 

生活 
交通 

エリア 

市民が安心して 
暮らしていけるため 

のセーフティネット交通 

適切な規模交通の導入 
市民主体の地域 

づくりと連携した検討 
体制の整備と運営 



路線の特性ごとに役割分担 
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路線の特性ごとに,主たる推進役を決めた. 

公共交通区分 方策に取り組む主役、準主役 

幹線 
交通 

市町 
連絡 
路線 

事業者が主なり、地域間の 
調整も図りながら運行する。 

幹線 
エリア 

市が運行計画を立て、 
    事業者は協力する。 

支線 
交通 

生活交通 
エリア 

住民が主体となり、 
市は協力、支援する。 
事業者も協力する。 



取り組むべきことの体系化 

19 

– 短期的取り組み（H23～25）と中長期的な取り組みで整理した。（連携計
画） 

基本目標 事業 主体 

“都市構造をつくる 
幹線交通”の強化 

事業①横川目線の等間隔ダイヤ化と増便 事業者 

事業②まちなか経路の統一と 
まちなかターミナル整備 

事業者 

“生活を支える 
支線交通”の実現 

事業③北上市コミュニティバスの試験運行 
（運行改善） 

市 

事業④地域生活交通づくりのモデル地区で
の先行的実施 

市、市民 

協働による 
継続的・戦略的な 
利用促進の実施 

事業⑤利用促進アクションプランに基づく
実践と効果の把握 

市、事業者 
市民 

事業⑥『まち歩き案内人』の試験的 
取り組み 

事業者、市 
商工会 



事業①横川目線の等間隔ダイヤ化と増便 
– 事業内容 

•ダイヤを等間隔化 

– 時刻表がなくても利用しやすい 

– 鉄道のダイヤ改正にもバスの接続が影響
を受けにくくなる。 

– 取り組み開始時期 

•平成23年10月１日～  

– 地域内フィーダー補助を活用 

 
21往復 29往復 
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事業①横川目線の等間隔ダイヤ化と増便 
事業の成果 

– 走行キロは伸びたが、乗客
も増えた。 

– 多様な利用が行われてい
る。（平日に通勤も） 

 

– 幹線軸としての強化につな
がっている。 

 

– ただ、一人あたりの輸送キ
ロは増えており、さらに効率
化に取り組む必要がある。 
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事業②まちなか経路の統一とまちなかターミナル整備 

まちなか経路の統一 
– 沢山の経路がまちなかに流入 → どこをバスが走っているか分からない 

• ①北上駅～まちなかターミナルの運行経路を２路線に統合 

• ②市内すべての路線が北上駅、まちなかターミナルを通過するように設定 

• ③停留所９か所にナンバリングを施す 
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事業②まちなか経路の統一とまちなかターミナル整備 
まちなかバスターミナルの

整備 
– バス待ち環境の整備 

• バス停や表示の充実 

• さくら野百貨店内に「まちなかバスターミ
ナル」を整備 

• さくら野内でバスの通貨状況が分かるよ
うに電子掲示板（接近モニター）設置 
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事業③コミュニティバスの運行の見直し 
運行概要 

– 2系統 

– Ｕ字型運行 

– ゾーン制運賃 

•100～300円 

利用実態調査 
– まちなか利用が意外と多い 

変更点（H24.4.1～） 
– 2系統のまちなか区間を統一

（経路と時刻）し、サービス水
準を上げる。 

– 運賃も値上げ 

•100円→150円へ 

病
院 

S
C 

駅 
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事業③コミュニティバスの運行の見直し 
成果 

– 運賃収入が増え、赤字が減少（財政負担が減少） 

– 自治協議会主体のバスの体験乗車、運行見直しの取り組みも。 
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事業③コミュニティバスの運行の見直し 
運行に係る住民参画の仕組みづくり 

１）目標乗車人数の設定 

•半額負担が原則…経営改革の方針 

   ↓ 

•地区内の運行距離で、目標人数を案分 

２）毎月の実績を各地区に配布 

３）定期的な意見交換会 

•住民主体の利用促進 

４）目標を達成しない場合は、変更も視野に入れる 

•路線の短縮等 
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◆課 題◆ 
・バス担当者の異動、自治協役員の変更 
・住民の参画ルールが不明確だった 

◆今後の方針◆ 
5地区をまたがる運営協議会を
組織し、決定権をゆだねる。 



事業④協働による地域生活交通モデル 
– 平成24年度…北上市支線交通運行事業補助金を創設 

•運行経費の半額、上限50万円 

– 先行的実施…相去地区と稲瀬地区 

•路線バスの廃止⇒地域主体で乗合タクシーの導入に向けた協議 

– すでに試験運行を行っていた口内地区に対しても、補助対象に 

 

   口内地区 相去地区 稲瀬地区 

運行開始日 
(試験運行) 平成22年7月29日 

平成24年10月１日 

（平成23年10月１日） 

平成25年4月１日 

（平成24年4月１日） 

運営主体 口内町自治協議会 
相去町地区 

自治協議会 
稲瀬自治協議会 

運行方法 過疎地有償運送 予約型乗合タクシー 予約型乗合タクシー 

運行主体 NPO法人くちない タクシー事業者２社 タクシー事業者1社 
27 



事業④協働による地域生活交通モデル 
北上市支線交通運行事業補助金（H24創設）  

– 地域運営方式への転換 

– 16地区を単位とする 

– 市の補助額は、収支率50%までは、収入と同額とする 
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支線交通の維持に対する市の補助ルール 
「収入：補助金」＝「５０：５０」  
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地域運営方式を支えるプロセスと市のサポートの明確化 

支線交通の維持に対する市の支援プロセス 
– 補助金だけではない、協議への支援 
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情報提供 

現状分析 

地域内の方針 

関係者協議 

公共交通会議 

運行準備 

運行開始 

法令や他事例の紹介、データ提供他 

データ提供、分析、調査サポート他 

アドバイザー派遣他 

運行方法や条件の調整、交通安全等確認他 

運行内容の合意他 

PR支援他 



農山村地域の地域公共交通政策
の事例② 

北上市…①幹線と支線 

岩手町…②患者輸送バスのコミバス化 

田野畑村…③スクールバスの運用と乗合タクシーの導入 

 

31 



岩手町の概況 
地勢・人口 

– 人口14,000人 

– 高齢化率38% 

– 盛岡市の上 

– JRは撤退し、第3セクター化 

– 路線バス事業者の営業所あり 

– タクシーも1社あり 
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公共交通の課題 
国庫補助路線が要件割れ 
県の補助要件も割れるおそれが出てきた… 

  
何をどうしたらいい

のかわからない. 
– 路線バスが走っている地

域は一部しかない 

– ほとんどは、無料の患者送
迎バスが対応（週1回×1
往復） 

– ８路線を1台で対応 

– 年間350万円 
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無料の患者輸送バス 
優秀なドライバー 
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自治会が独自に始めた買い物送迎バス 

年度 利用者数 運行回数 平均人数 事業費 補助金 運賃収入

H21 454 23 19.7 520,168 300,000 227,000

H22 384 20 19.2 386,950 150,000 192,000

H23 286 18 15.9 333,000 150,000 143,000

H24 388 23 16.9 412,700 150,000 194,000

H25 322 19 16.9 351,600 150,000 161,000

豊岡地区 
– 戦後、樺太からの引揚者たちによる開拓地 

– 患者バスでは買い物ができない 

– 福祉系の県の助成をもらい、運行開始 

– 1往復500円 
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見直しの方向性 
患者輸送バスをコミュニティバスへ 

– 2台に増車 

•1台は既存 

•1台は委託 

 

– 試算 

•まちの負担は変えずに 

サービス水準を倍に！ 
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農山村地域の地域公共交通政策
の事例③ 

北上市…①幹線と支線 

岩手町…②患者輸送バスのコミバス化 

田野畑村…③スクールバスの運用と乗合タクシーの導入 

 



田野畑の地域概況 
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小学校 

中学校 

診療所 

田野畑駅 

島越駅 JA〒店 

– 人口3500人の村 

– 平成4年にＪＲバスが撤退 

– 村全域を村営バスが運行 

 

– 三陸海岸北部 

– 山がちな地形 

– 平成22年まで中学校寄宿舎 

 

– 平成22年に小学校6校が1校
へ 

– スクールバスが必要になった 



スクールバスと村民バスの一体化 
計画的取り組み 

– 平成21年度に「連携計画」策定 

– 村営バスをスクールバスにし、一般は無料で乗車 

– 一般の人の昼の帰りは、乗合タクシーを導入 

 

導入にあたり 
– 名称を小学生から公募 

– 名称に合わせて、キャラクターもつくった。 

– 車両デザインにも統一感を持たせた。 

 

 3か年契約で貸切バス事業者に委託 
– 事業者選定は入札。現在は村外の業者。 
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スクールバスに一般が無料で乗る 
導入にあたっての配慮 

– 統廃合前に計画的に検討。 

– あくまでも「スクールバスであること」を保護者に説
明。 

導入にあたっての工夫（学校） 
– 学校の協力…年度当初の1週間は先生も乗車 

– 方向別に「バスリーダー（6年生）」とチーム制 

– バスリーダーによる月1回の会合 

– 児童には「一般の人と乗りあうもの」という教育 
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スクールバスに一般が無料で乗る 
導入にあたっての工夫（一般） 

– 運行時刻は、小学校と中学校の登下校時刻に合わせる。 

•高校生の通学（駅まで）にも配慮している。 

•長期休暇期間は、登下校に合わせる必要はないので、時刻を変更している。 

 

– 乗降場所は、従来の村営バスのバス停を使用している。 

 

– 一般の人は前に座れるように、子ども達は配慮している。 

 

– 下校時刻の変更、校外学習の際には、1回いくらで、貸切バス事業者と契
約をして「臨時便」で対応している。 
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長期休暇中の時刻変更 
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乗合タクシーの導入 
デマンド交通「くるもん号」 

– 運行の概要 

•村内を4地域に分け、タクシー会社2社で対応 

•特に昼の通院帰りに対応 

– 運行の改善 

•H21.10 運行開始 

•H22.12 岩泉行きを新設 

•H22.1  東地域の時刻見直し 

•H22.4  岩泉行きを廃止（タノくんで対応） 

•H22.10 朝駅便を新設、２便目以降は当日予約OK 

•H23.4  運行再開 

•H23.6  三陸鉄道連絡便を新設 

•H23.11 300円に値下げ、週3日運行に増便 

        三鉄代替バス接続便を新設 
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丁寧な窓口対応がカギ 
高齢者のニーズ把握の難しさ 
オペレーター＝外出コーディネーター 

– ひとりひとりの把握 

– 乗り換えの案内 

– 声掛け、安否確認 
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業者B（内陸）の 
受付オペレーター 

業者A（沿岸）の 
受付オペレーター 

(利)「いつものお願いね～」 

(受)「声を聞いただけで、誰だか分かる」 

 

(受) 「あのおばあちゃん、１週間出てきて
ないなあ。電話してみよ。」 

 

(受) 「この時間帯は使いづらいみたい」 

 

(受) 「時刻表作って渡した」 



地域づくりと 
地域公共交通づくりの事例 

農山村地域の公共交通づくりのこれから 

 

 



地域交通×地域づくり 
岩手県北上市口内地区 

– 人口1500人 

– 小学校、中学校は閉校、ＪＡスーパー
も撤退 

– 住民自治組織がＮＰＯを立ち上げ、
空白地有償運送を開始(平成22年） 



地域交通×地域づくり ～北上市口内地区～ 
– 「口内自治協議会」 

•区長や各種団体代表他からなる地域代
表組織で公民館の指定管理受託 

•地域づくり計画を策定し、計画に基づく
地域づくりを実施。 

 

– 「ＮＰＯ法人くちない」 

•地域の課題であるバス停や公民館まで
の移動手段の確保策として、空白地有
償運送を実施（H22.7～） 

•商店の廃業を受け、乗継場所も兼ねて
お店を経営（H23.4～） 

•高齢者の生活サポート事業もスタート。 

 

口内自治協議会 

協議機能 

 
 

実践機能 

 
 

NPOくちない 

・・・ 

・・・ 
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店っこくちない ～交通拠点・交流拠点～ 
 

50 



店っこくちない 
様々な地域活動へ発展 

51 

 
 
 
 

 

 

NPOの事務所は「店っこくちない」の中 



買い物支援サービス 
店っこくちないの機能拡大 
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高齢者の生活支援や特産品開発 
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おわりに 

交通とまちづくりを一体的に進めるために 

 



地域をマネジメントする力を育む 
交通は“育てるもの” 

– 導入して終わり、では絶対にうまくいかない。 

– 行政だけではだめ、いかに地域を巻き込むか。 

 

地域は“組織で動くもの” 
– “地域運営組織”という考え方…地域をマネジメントする 

– 合意形成の場はどこかを探る 

– なければ、作るしかない。 

55 



“地域”とは？ ～主体性を持つ地域の変質～ 
集落の持つ階層性 
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田力 （＝明治村） 

田力上 田力中 田力下 
50世帯 50世帯 50世帯 

１
班 

２
班 

３
班 

４
班 

12世帯 

150世帯 三岳 … 県営 

宮野目地区 1000世帯、3000人 

宮野目小学校 
宮野目中学校 

地区民運動会、文化祭 
バレーボール大会 

コミュニティ会議 

部落会総会、子供会、公民館、 
納税組合、衛生組合 

新年会、お花見、水路掃除 

回覧板、隣組、 
集金 

区長、消防 



“地域”とは？ ～主体性を持つ地域の変質～ 
「行事型組織」から「事業型組織」へ 
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地域運営組織 

協議機能 

 
○○地
域協議
会 

(住民代表) 

実践機能 

 
 福祉部会 

環境部会 

文化部会 

買い物支援、見守り活動 など 

清掃活動、エコ活動 など 

サロン、歴史発掘、ツアー など 

一部チームが法人化
する場合も 

小学校区 

字 

集落 

50世帯 

150世帯 

1000世帯 
3000人 

総務省：暮らしを支える地域運営組織に関する調査研究事業報告書、2015 
 



地域運営組織で実現する多機能小規模自治 
小規模 ＋ 多機能 ＝ 可能性∞（無限大） 

– 小規模ながらも様々な機能を持った地域住民による自治の仕組み 

– 自ら地域課題の解決を目指す「課題解決型の住民自治」 

– 様々な分野、部門が相互に連携してこそ、複合的な活動が生まれる 
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雲南市資料より 



地域が交通を考えようとしたときの課題 
制度の理解不足 

– 地域や行政だけでは、何から取り組んだらよいのかわからない。 

– アドバイザー派遣や視察が有効 

空白地の証明と運行の範囲 
– 空白地をだれが、どうやって決めるのか 

– 地域自らが必要とする人の声を聴く、知る 

交通政策の確立と合意 
– 既存交通とのすみ分けのために、政策的な判断と計画的プロセスが必要 

資金の確保 
– 市からの補助、各種助成金、福祉団体等の連携が模索 

地域課題としての位置づけと組織化 
– 地域代表性を備えた組織からの依頼が必要。 

– 地域代表性を備えた組織の設立と、そこでの合意が必要。 

協議会での協議 

59 



地域住民が主体的に 
取り組むこと 

導入プロセスの提案 
行政が取り組むこと 

バス等利用状況の把握と情報提供 

アドバイザー派遣 
交通政策との整合 

交通事業者と地域の仲介・ 
利害調整 

バスやタクシーへの影響の把握 

運営協議会の開催 

事業申請手続きの支援 

ステップ１ 
現状とニーズの把握 

ステップ２ 
運行運営方法の検討 

ステップ３ 
交通事業者と交渉 

ステップ４ 
試験的運行 

ステップ５ 
運営協議会での協議 

ステップ６ 
運行準備 

ニーズの把握と合意形成 

事業主体の組織化 
ドライバー募集 

運営・運行方法の見直し 

試験運行の実施 

周知・広報、予約歯医者体制 
事業申請 

運営・運行方法の見直し 
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協働の形をつくる、必要であれば中間支援も 
協働の形と中間支援（第三者）のサポ―ト 

市町村 住民組織 

事業者 

第三者・有識者 
(公共交通仕事人） 

■第三者 
■翻訳者 
■市町村外の情報 
■専門的知識 
■ステークホルダー間の利
害調整 
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おわりのおわりに 

ぜひ、バスや鉄道に乗り、 
    乗ってきた方と 

おしゃべりを楽しんでみてください。 
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